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言うまでもないことであるが，被災地における救援作業は，水道やガスある

いは道路や鉄道などライフラインの復旧，また同時に地方自治体における行政

当局の対応にはじまる．そしてさまざまな復旧作業に従事した人びとは，その

多くが自身とその家族も被災者でありながら，過酷な条件のもとで献身的に役

割をはたそうとしたのである．にもかかわらずマスコミなどでクローズアップ

されるのは，行政にたいする被災者側からの不満と批判，県外から来たボラン

ティアの活躍への称賛，また「都市のハード面の復旧ばかりが優先され市民生

活のソフト面は後回しにされている」などの論調であった．第�部の各論考は，

混乱のなかで仕方のない面があったとはいえ当時に語られた過小評価と過大評

価に批判的態度をとりつつ，復旧に携わった現業労働者に社会学的な光をあて

ようとしており，独自の視点から「震災の社会学」を深めようとするものであ

る．

第1章「ライフラインの復旧作業体制と現業労働者の職務活動への献身」（八

木）は，都市インフラの復旧作業に注目する．各インフラの完全復旧までに要

した期間は，通常のペースを大幅に上回る驚異的な速さであったが，それを可

能にしたのは他都市・他社からの応援に加え，巨大な系列・グループ企業から

の応援体制，および業界共同体の連帯意識ではなかったかと八木氏は指摘する．

とくに，各業界の復旧作業体制を検討しながら，寡占巨大企業のもとに形成さ

れた下請専門工事業者と現業技能労働者の重層構造という共通点が再認識され

る．そして，ライフラインの末端部（これはもっとも被害のひどかった部分でも

あるが）を担当した労働者たちの意識のなかに，顧客から感謝と激励を受けな

がら，たんなる職務遂行を超えた被災者への支援という使命感，自らの職業の

もつ公共性への自覚が高まり，そこではじめて献身的な復旧作業が可能になっ

ていくプロセスが分析されている．

第2章「都市ガスの緊急対応と復旧作業」（赤坂）は，ライフラインのなかで

ももっとも困難をきわめた都市ガスの復旧作業をさらに掘り下げて分析してい

る．ガス施設で基幹となる施設や導管は，今回のような大震災でもほとんど被

害を免れたが，各家庭に直接つながっている低圧導管，とくに敷設後20年以上

を経過した古い部分に被害が多かった．各地でガス漏れが起こっているにもか
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かわらず，ガス会社からの供給停止の決定も，末端世帯におけるガス栓閉止の

指示も非常に遅かった．それはガスをいったん停止させると供給再開に非常に

大きなコストがかかるため，ガス会社も正確な情報の乏しいなかで意思決定を

ためらってしまったのである．また，復旧作業においても引火爆発の危険とた

たかいながら地中の導管を掘り返し，さらに確認しながら修理・開栓しなけれ

ばならない．ほかの電力事業などにない複雑さを考えれば，ガス復旧の遅れを

簡単には批判できないことをこの論文は教えてくれている．

以上の2論文が光をあてたライフラインの復旧に従事した現業労働者にも，

また，第1巻第�部第1章「地方自治体の消防，救助活動」（奥田），第2巻第�

部第1章「地方自治体の対応と住民」（荻原）がとらえた行政職員にも，ボラン

ティアとしての性格が色濃くあったということである．彼らのたんなる職務の

域を超えた不眠不休の奮闘があればこそ被災地の復旧が可能になり「公共性」

も維持されたのである．したがって，一方的な大企業・行政批判と市民ボラン

ティア賛美に意味のないことを確認すべきであろう．しかしまた，現場の奮闘

のなかでライフライン事業や行政の抱えるシステムの欠陥がはっきりと浮かび

あがったこと，そしてそれがどのようなものであったかについても，これらの

論文が示すとおりである．

（鵜飼孝造）
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